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○ 大震災と原発事故の発生から８ヶ月経過した。地元企業

の動きをみると、原発地区では、将来を決めかねている

先も少なくないが、他地区に移り事業を再開する先も増

加している。原発地区以外では、観光関係など風評被害

に苦しむ先がある一方、建設関係など復旧工事に忙しい

先もみられ、業種による明暗の差が目立っている。

○ 当行の９月中間決算は前年比増益となった。即ち、経常

収益は貸出金利息の減少等から前年を下回ったが、

経常利益は６２２百万円、純利益は６０３百万円といずれ

も前年を上回った。これは、円高や株安に伴い有価証券

関係損益が悪化したにもかかわらず、不良債権処理

費用が減少したことによる。

－連結でも、経常利益７８４百万円、純利益７２４百万円

と前年比増益。

○ ２３年度上期の営業をみると、預金は５４０億円増加し、

貸出も ６８億円増加した。有価証券は４６８億円増加し、

預証率は２７．０％に上昇した。総資金利鞘は０．２６％

と小幅ながら引続き縮小した。窓販は、投信が順調で

あった一方、保険は低調に推移した。

○ ９月末の財務内容をみると、不良債権比率は震災・原発

事故の影響もあり４．８５％に上昇した（３月末３．８４％）。

自己資本比率は、自己資本が増加した一方、リスクアセット

も増加し、単体は８．３５％で横ばい（同８．３５％）、連結は

８．４２％で若干の上昇となった（同８．３８％）。

○ 通期ベースでみると、前２３年３月期は原発事故の影響に

備えた引当金の積み増しから赤字となったが、２４年３月期

は単体１３億円程度、連結１５億円程度の純利益を見込ん

でいる。配当は１株当たり年１円と復配を予定している。

１．要約

23年9月期 22年9月期 前年同期比

経 常 収 益 6,767 7,128 ▲ 361
経 常 利 益 622 440 182
純 利 益 603 490 113
経 常 収 益 7,937 8,333 ▲ 396
経 常 利 益 784 645 139
純 利 益 724 636 88

単　体

連　結

２３年９月中間決算
（単位：百万円）
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２．震災の影響

（１）人の動き

県外流出

新 地 町 7,956 8,178 ▲ 222 ▲ 152

相 馬 市 36,636 37,721 ▲ 1,085 ▲ 1,042

南 相 馬 市 66,687 70,752 ▲ 4,065 ▲ 2,937

飯 館 村 5,984 6,132 ▲ 148 ▲ 86

浪 江 町 19,485 20,854 ▲ 1,369 ▲ 1,001

葛 尾 村 1,483 1,524 ▲ 41 ▲ 14

双 葉 町 6,436 6,891 ▲ 455 ▲ 305

大 熊 町 11,054 11,570 ▲ 516 ▲ 486

富 岡 町 14,852 15,959 ▲ 1,107 ▲ 822

楢 葉 町 7,372 7,676 ▲ 304 ▲ 217

広 野 町 5,166 5,386 ▲ 220 ▲ 196

川 内 村 2,695 2,819 ▲ 124 ▲ 95

い わ き 市 334,657 341,463 ▲ 6,806 ▲ 7,983

小　　計 520,463 536,925 ▲ 16,462 ▲ 15,336

9月1日
人口(A)

3月1日
人口(B)

増減(A-B)

浜
 

通
 
り

県外流出

伊 達 市 64,981 65,749 ▲ 768 ▲ 718

福 島 市 288,406 291,992 ▲ 3,586 ▲ 6,718

二 本 松 市 58,787 59,665 ▲ 878 ▲ 778

本 宮 市 31,266 31,507 ▲ 241 ▲ 341

郡 山 市 333,279 338,882 ▲ 5,603 ▲ 9,022

須 賀 川 市 78,298 79,109 ▲ 811 ▲ 1,041

田 村 市 39,637 40,234 ▲ 597 ▲ 502

白 河 市 64,212 64,602 ▲ 390 ▲ 1,018

そ の 他 223,048 224,990 ▲ 1,942 ▲ 2,590

小　　計 1,181,914 1,196,730 ▲ 14,816 ▲ 22,728

喜 多 方 市 51,784 52,180 ▲ 396 ▲ 511

会 津若 松市 125,505 125,872 ▲ 367 ▲ 1,695

そ の 他 111,840 112,694 ▲ 854 ▲ 1,017

小　　計 289,129 290,746 ▲ 1,617 ▲ 3,223

合 　　　計 1,991,506 2,024,401 ▲ 32,895 ▲ 41,287

中
 

通
 
り

会
 

津

増減(A-B)
9月1日
人口(A)

3月1日
人口(B)

（単位：人） （単位：人）

（注）福島県企画調整部統計調査課編「福島県の推計人口」から作成。
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（２）原発地区の企業の動き（９月末現在）

○ 警戒区域の取引先企業では、依然事業継続に踏み切れない先も多いが、警戒区域外に拠点を

移し事業を再開する先も増加。移転先としてはいわき市をはじめ県内が多い。

 調査対象先

休業中 営業中
原発事故前と

同じ場所
県内移転 県外移転

富岡支店取引先 75 29 46 3 37 6

浪江支店取引先 70 38 32 1 26 5

69 4 65 58 5 2

警
戒
区
域

　　　　 原町支店取引先

営業中の内訳

（注1）広野町（警戒区域外）所在の企業。

（注2）原発工事に従事している東京本社の企業。

（単位：先）

（注１）

（注２）
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（３）震災・原発事故による返済の一時猶予

○ 震災・原発事故の発生直後に急増した借入金返済一時停止の動きは４～５月をピークに減少傾向。

先数 金額 先数 金額

23/3月末 206 2,952 179 11,645

4月末 326 4,438 221 12,482

5月末 341 4,637 208 11,459

6月末 251 3,244 183 8,378

7月末 234 2,987 160 7,219

8月末 213 2,769 147 4,944

9月末 188 2,419 136 4,739

住宅ローン 事業性貸出

（単位：先・百万円）

（注）住宅ローンのうち６５％、事業性貸出のうち８０％は警戒区域にある浪江支店と富岡支店の取扱い。

（注）
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（単位：億

円）（１）預金

前  年 前年比%

個 人 168 ▲ 24 4,741 4.0

一 般 法 人 214 68 1,119 16.5

地 公 体 等 158 91 419 32.3

流 動 性 457 70 2,485 21.8

定 期 性 82 64 3,795 0.0

540 135 6,281 7.6合 計

増     減 ９月末残高

預
金
者
別

期
間
別

３．営業 ２３年度上期の預金

○ 上期の窓販は６２億円と前年（６６億円）を若干

下回った。

○ 商品別にみると、投信が順調な一方、保険と

公共債はやや不振。

○ ９月末の預り資産は、株安・円高に伴う投信の

基準価格下落、国債等の償還から７２８億円と

前年（７４９億円）を２．８％下回った。

２３年度上期の窓販

○ 上期の預金は保険金、義援金、賠償金等の流入

から５４０億円の大幅増加（前年１３５億円増）。

９月末の残高は６,２８１億円、前年比７．６％増。

○ 預金者別にみると、個人、法人とも大幅に増加。

○ 期間別にみると、流動性、定期性とも増加したが、

特に流動性の伸びが顕著。

（２）窓販

前  年 前年比%

45 39 374 ▲ 3.0

14 22 298 3.6

1 4 55 ▲ 26.0

62 66 728 ▲ 2.8

公 共 債

合 計

販　売　額  ９月末預り資産残高

投 信

保 険

（単位：億

円）

(注）NCDを含む。
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（単位：億円）
２３年度上期の貸出

○ 上期の貸出は６８億円の増加（前年７６億円減）。９月末

の残高は４，４６５億円、前年比１.９％増。

○ 貸出内容をみると、住宅ローンの増勢が鈍化した一方、

これまで減少していた事業性貸出が増加。

○ ただ、事業性貸出の増加は信用保証協会や福島県等

の震災関連特別融資によるところが大きい。本格的な

復旧・復興資金の需要は、原発事故や除染の動きを

見定めたいとする企業の慎重な姿勢から、引続き低調。

○ 貸出約定平均金利は、資金需要が低迷を続ける中、

貸出競争の激化から引続き低下し、９月末では

２．１５３％と３月末比０．０４３％の低下。

○ 上期の預貸率は、預金の伸びが貸出の伸びを上回り、

末残７１．１％（２３年３月期７６．６％）、平残７１．１％

（同７５．９％）と大幅に低下。

○ 当行は、地元経済の復旧・復興を支援する意味でも、

今後とも貸出の増強に努めていく方針。

貸出の動向

（３）貸出

前　年 前年比%

4 22 1,479 2.6

住 宅 ロ ー ン 16 27 1,356 4.2

72 ▲ 8 2,527 ▲ 0.2

中 小 企 業 89 ▲ 26 1,958 2.2

2 ▲ 45 368 22.1

68 ▲ 76 4,465 1.9

地 公 体

そ の 他 と も 合 計

増      減 ２３/９月末残高

消 費 性

事 業 性

増　減
 うち  うち

住宅ローン 事業性 住宅ローン 事業性

▲ 230 43 ▲ 309 ▲ 4.9 3.9 ▲ 10.4

73 87 ▲ 47 1.7 7.6 ▲ 2.3

▲ 41 46 ▲ 63 ▲ 0.9 3.8 ▲ 2.4

▲ 62 66 ▲ 85 ▲ 1.4 5.2 ▲ 3.3

68 16 72 1.9 4.2 ▲ 0.2

残高前年比％

２２ 年 度

２３/上期

２１ 年 度

１９ 年 度

２０ 年 度

（単位：億円）
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前　年 前年比%

債　　券 473 58 1,590 67.4

株　　式 ▲ 4 ▲ 6 49 ▲ 15.4

投信等 ▲ 0 ▲ 3 55 0.4

合　　計 468 48 1,695 59.3

９月末残高増    減

（４）有価証券
（単位：億円）

２３年度上期の有価証券

（単位：百万円）

○ 上期の有価証券は４６８億円の大幅増加（前年４８億円

増）。９月末の残高は１，６９５億円、前年比５９．３％増。

○ 増加したのは国債、事業債、ユーロ円債を中心とした

債券で、株式と投信は減少。

○ ９月末の債券デュレーションは、中期ゾーン主体の運用

に努めた結果、３．６年に短期化（３月末４．７年）。

○ 上期の預証率は末残２７．０％（２３年３月期２１．３％）、

平残２６．２％（同２１．５％）と大幅に上昇。

○ ９月末の有価証券含み損は１１億円に減少（３月末

１９億円）。

（単位：億円）
債券の内訳

前年 前年比%

346 46 1,300 71.1

うち　国債 130 42 875 58.8

　　　事業債 108 28 228 75.0

127 12 289 52.7

うち　円建外債 15 13 66 16.5

　　　ユーロ円債 111 ▲0 223 68.3

77 ▲ 131 230 845.0

560 95 984 81.4

▲ 130 106 323 15.0

▲ 30 ▲ 10 51 ▲ 49.1

473 58 1,590 67.4

 国　内　債

発
行
者
別

合　　　　　　　計

９月末残高

 外  国  債

残
存
期
間
別

１年未満

１年以上５年未満

５年以上１０年未満

１０年以上

２３／上期増減

保有有価証券の含み損益

（「その他有価証券」ベース）

債　券 株　式 投信等

２１/３月末 ▲ 3,532 ▲ 114 ▲ 1,438 ▲ 1,979

２２/３月末 ▲ 718 381 ▲ 234 ▲ 865

２３/３月末 ▲ 1,955 ▲ 299 ▲ 593 ▲ 1,061

     ９月末 ▲ 1,132 510 ▲ 446 ▲ 1,196

合　計
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1 .01
0 .90

0 .79
0 .67 0 .66

2 .74
2 .57

2 .43

2 .20
2 .08

1 .73 1 .67 1 .64
1 .53

1 .42

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

20/3月期 21/3 22/3 23/3 23/9

（％）

貸出金利回り

預貸金利鞘

預金コスト

○預貸金利鞘は貸出金利回りの低下から若干の縮小。

0.78

0 .46 0 .47

0 .260 .29

2 .32

2 .12

1 .84

1 .66

2 .15

1 .54
1 .69 1 .65

1 .40
1 .55

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

20/3月期 21/3 22/3 23/3 23/9

（％）

資金運用利回り

資金調達原価

総資金利鞘

預金利回り

20/3月期 21/3 22/3 23/3 23/9

0.33 0.37 0.27 0.19 0.15

有価証券利回り

20/3月期 21/3 22/3 23/3 23/9

1.39 1.17 1.45 0.83 0.80

（５）利鞘

○総資金利鞘も資金運用利回りの低下から引続き縮小。

0.66

0.26
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４．損益

２３/９月期 ２２/９月期 前年比

資金利益 4,601 4,726 ▲ 125

4,481 4,902 ▲ 421

634 484 150

450 604 ▲ 154

役務取引等利益 405 469 ▲ 64

284 288 ▲ 4

3,808 3,856 ▲ 48

1,695 1,730 ▲ 35

1,852 1,859 ▲ 7

260 266 ▲ 6

1,205 1,432 ▲ 227

貸出金利息

有価証券利息配当金

預金利息

窓販手数料

 コア業務純益　(注）

 人 件 費

 物 件 費

 営業経費

 税 金

（単位：百万

円）

○ 資金利益は４，６０１百万円と前年比１２５百万円の

減少。

－貸出金利息は４，４８１百万円と貸出金利の低下から

同４２１百万円の減少。

－有価証券利息は６３４百万円と運用残高の増加から

同１５０百万円の増加。

－預金利息は４５０百万円と預金金利の低下から

同１５４百万円の減少。

○ 窓販手数料は２８４百万円と同４百万円の減少。

○ 営業経費は人件費の減少を中心に３，８０８百万円と

同４８百万円の減少。

○ 相対型営業の成果を示すともいうべきコア業務純益は

１，２０５百万円と前年比２２７百万円の減少。

（１）業務純益

（注）コア業務純益＝債券５勘定と一般貸倒引当金繰入額を除く業務純益
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２３/９月期 ２２/９月期 前年比

1,205 1,432 ▲ 227

▲ 663 264 ▲ 927

▲ 147 408 ▲ 555

売買損益 217 408 ▲ 191

償却 365 ― 365

株式３勘定（注2） ▲ 515 ▲ 143 ▲ 372

　 売買損益 ▲ 56 ▲ 21 ▲ 35

償却 ▲ 459 ▲ 122 ▲ 337

205 1,191 ▲ 986

一般貸倒引当金繰入（△戻入） △ 699 358 ▲ 1,057

個別貸倒引当金繰入（△戻入） 586 5 581

貸出金償却・売却損 317 828 ▲ 511

 償却済債権取立益 136 113 23

622 440 182

603 490 113

 コア業務純益

 不良債権処理費用

 中間純利益

 経常利益　

有価証券関係損益

債券５勘定（注1）

（単位：百万円）

（２）最終利益

○ 有価証券関係損益は前年比９億円の悪化。

－債券５勘定尻は売却益の減少と投信の償却から

同５億円の悪化。

－株式３勘定尻は株式の償却から同３億円の悪化。

○ 不良債権処理費用は、原発事故等の影響に備えた

前３月期における貸倒引当金の前倒し積み増しの

効果もあり、前年比１０億円弱の減少。

○ 償却済債権の取立益は前年比若干の増加。

○ この結果、経常利益は６２２百万円と前年（４４０百万円）

比１８２百万円の増益、純利益は６０３百万円と前年

（４９０百万円）比１１３百万円の増益となった。

○ 連結ベースでも前年比増益。

（注1） 債券５勘定＝国債等債券売却益、売却損、償還益、償還損、償却

（注2） 株式３勘定＝株式等売却益、売却損、償却

23/9月期 22/9月期 前年比

経常利益 784 645 139

中間純利益 724 636 88

（単位：百万円）
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５．財務内容

○ ９月末の不良債権（金融再生法開示基準）は

２１７億円と震災・原発事故に伴う延滞金の増加

から３月末比４７億円の増加。

○ ９月末の総与信は４，４８８億円と３月末比６７億円

の増加。

○ 不良債権比率は４．８５％に上昇（３月末３．８４％）。

不良債権比率

（%）
不良債権残高
（億円）

不良債権の動向

（単位：億円）
不良債権の増減要因

破産・更生等債権

要管理債権

危険債権

不良債権比率 ＝
総与信

不良債権

22/3月期 23/3月期 23/上期

　正常債権への

  上方シフト
▲ 14 ▲ 3 ▲ 2

　正常債権からの

  下方シフト
65 38 69

　償　　　却 ▲ 20 ▲ 36 ▲ 6

　売　　　却 0 ▲ 1 ▲ 4

　返済・回収 ▲ 39 ▲ 25 ▲ 10

　合　    計 ▲ 9 ▲ 27 47

（１）不良債権
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（単位：百万円、％）

○ 業種別にみると、不良債権比率が大きく上昇したのは卸小売業と個人など。

A ３月末比 B ３月末比 B／Ａ ３月末比

製造業 37,139 4,218 2,116 195 5.6 ▲ 0.2

建設業 27,791 1,397 2,843 330 10.2 0.7

情報通信業 4,694 177 155 ▲ 11 3.3 ▲ 0.3

運輸業・郵便業 12,422 48 476 52 3.8 0.4

卸売業・小売業 43,430 1,889 3,271 1,078 7.5 2.3

金融業・保険業 20,373 ▲ 2,435 16 0 0.0 0.0

不動産業・物品賃貸業 49,134 3,667 2,916 489 5.9 0.6

各種サービス業 53,849 609 5,445 399 10.1 0.7

国・地方公共団体 39,118 ▲ 527 － － － -

個人その他 158,554 ▲ 2,180 4,363 2,247 2.7 1.4

 合  計 446,515 6,863 21,603 4,776 4.8 1.0

業　種
貸　出　残　高 リスク管理債権残高 不良債権比率

業種別の不良債権動向（２３年９月末）
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23/9月末 23/3月末 ３月末比

265 259 6
TierⅠ（中核的資本） 198 192 6
TierⅡ（補完的資本） 67 68 ▲ 1
控除項目 ▲ 1 ▲ 1 -

3,178 3,109 69
信用リスクアセット 2,975 2,902 73

うち貸出 2,464 2,453 11
うち有価証券 291 224 67

オペレーショナルリスクアセット 202 207 ▲ 5

8.35 8.35 0.00

8.42 8.38 0.04

　自己資本                       A

　リスクアセット 　　　 　      B

　連結自己資本比率　 

　自己資本比率　　　     A／B

（２）自己資本

73 69

68 67

198192
242240

8.358.35

9.759.65

7.40 7.60
6.18 6.25

0

200

400

600

２１／３月末 ２２／３ ２３／３ ２３／９

(8)

(6)

(4)

(2)

0

2

4

6

8

10

12

（単位：億円、％）

○ ９月末の自己資本比率は、単体は８．３５％で横ばい

（３月末８．３５％）、連結は８．４２％で若干の上昇

（同８．３８％）となった。

－自己資本は中間決算の黒字化から６億円の増加。

－リスクアセットは有価証券等の増加から６９億円の増加。

（単位：％）

ＴｉｅｒⅠ

ＴｉｅｒⅡ

自己資本
（億円）

7.99 7.72 0.27

8.06 7.75 0.31

単　　　　　体

連　　　　　結

（参考）有価証券の含み損を考慮した実質自己資本比率

自己資本比率
（％）

313 311

259 265

自己資本比率（単体）

Ｔｉｅｒ１比率（単体）
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23 29

31

107 118

27

14 7

16
16

0

100

200

23/3月末 23/9月末

(億円）

信用リスク

市場リスク

金利リスク

オペレーショ
ナルリスク

○ 当行が抱えるリスク量をみると、９月末の統合リスク量は８０億円で、３月末比５億円の減少。

○ 一方、９月末の中核的自己資本（TierⅠ）は１９８億円と統合リスク量を大幅に上回り、営業上自己資本の制約はない。

○ なお、アウトライヤー規制における９月末の銀行勘定金利リスク量は自己資本の９．５％に低下（３月末１７．４％）。

（注）統合リスク量＝信用リスク、市場リスク、金利リスク、

オペレーショナルリスクの単純合計。

・信用リスク、市場リスク、金利リスクはＶａＲ（一定期間に

一定確率で被り得る最大損失額）による。

ＶａＲの計測方法ー観測期間１年、信頼水準９９％、

保有期間は次のとおり。

信用リスク：１年（２４０日）

市場リスク：政策投資株式・満期保有目的債券・

仕組ローン各１２０日、

売買目的有価証券１０日、

その他有価証券６０日

金利リスク：半年（１２０日）

平成23年3月末より、要求払預金の実質

的な期間を内部モデルで推計し算出。

・オペレーショナルリスクは基礎的手法（年間業務粗利益

の１５％）による。

80

198
192

85

リスク
バッファー

統合リスク

Ｔｉｅｒ１
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６．今期の業績予想

（単位：百万円）
○ ２４年３月期（通期）の純利益については、単体１３億円

程度、連結１５億円程度を見込んでいる（前期は単体

５１億円、連結４９億円の赤字）。

－今期の通期業績予想を発表するのは今回が初めて。

これまでは原発事故の影響が見通し難なところから

発表を控えていた。

○ 黒字決算に復帰するのは、不良債権処理費用が

高水準の前期をかなり下回ると見込まれることが

主因。

○ 期末の配当については、１株につき年１円と復配を

予定している（前期は無配）。

　22/3月期
　　実  績

　23/3月期
　　実  績

　24/3月期
　　予  想

経 常 収 益 15,823 13,745 13,000

経 常 利 益 85 1,149 1,300

純 利 益 300 ▲ 5,136 1,300

経 常 収 益 18,320 16,101 15,000

経 常 利 益 241 1,543 1,500

純 利 益 388 ▲ 4,963 1,500

単
　
体

連
　
結
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81.8
79.4

70.1
68.9

58.7

55.6
56.9

61.5

66.6 66.4

73.5
75.9

12.812.9

16.916.4

19.5

23.5

27.4

28.1

21.3
22.6

15.3

11.3

0

30

60

90

13/3月末 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 23/9

0

10

20

30

40

50

ＯＨＲ＝
営業経費

コア業務粗利益（コア業務純益＋営業経費）

（１）収益性

○ コア業務純益関連の収益指標は引続き低迷。

ＯＨＲ（％） ＲＯＥ（％）

７．やや長い目でみた経営動向

ＲＯＡ （％）

1

2

0

0.42 0.48

0.95
1.03

1.01

0.78 0.72 0.640.60

0.80

0.37
0.44

ＲＯＡ＝
総資産(平残)

コア業務純益

株主資本(平残)

コア業務純益
ROE＝



17

（２）健全性

○ 低下を続けてきた不良債権比率はここにきて上昇。

○ 上昇を続けてきた自己資本比率は、前期大幅低下の後、若干の上昇。

6.1 6.2

8.428.38
9.72

9.599.5810.21

8.88.1

5.55.5

3.84
4.54

9.0

6.53

13.2

18.7

11.4

19.5

15.3

5.99

4.38
4.85

0

5

10

15

20

13/3月末 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 23/9

自己資本

リスクアセット

（％）

（参考）資本の外部調達

14年3月 第三者割当増資 146億円

16年9月 新株予約権付社債 20億円

17年3月 劣後社債 45億円

18年9月 新株予約権付社債 45億円

22年3月 劣後社債 37億円

自己資本比率
（連結）

不良債権

総与信
不良債権比率 ＝

＝
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店舗名 営業店長 電話番号

渡利出張所 安田 行雄 ０２４－５２３－３３４１

山下町出張所 佐藤 哲也 ０２４－５３１－５３１１

泉出張所 南　健治 ０２４－５５９－１２３１

福島西支店 渡辺 吉信 ０２４－５３４－７１５８

福島北支店 本名 勝幸 ０２４－５５３－５５６１

福島南支店 葛西 宏一 ０２４－５４５－３１１１

蓬莱出張所 岩本 学 ０２４－５４８－６３３１

笹谷支店 和泉 好宏 ０２４－５５８－１１３５

岡部支店 草野 真之 ０２４－５３１－８０８１

大森支店 佐久間 行英 ０２４－５４６－５９１１

八島田支店 冨永　賢治 ０２４－５５８－６００１

飯坂支店 岸波　晃一郎 ０２４－５４２－３２５１

保原支店 今村 正弘　 ０２４－５７５－３１０１

桑折支店 末永 秀一 ０２４－５８２－２２０７

川俣支店 横山　利幸 ０２４－５６５－２２１１

二本松支店 安達　英範 ０２４３－２２－２１５１

本宮支店 佐藤 善範 ０２４３－３４－３１６１

芳賀支店 丹野 眞宏 ０２４－９５６－０１８８

開成支店 田中　真一 ０２４－９２１－０３０１

大槻支店 上野　裕之 ０２４－９５１－８５００

富久山支店 前野 博之 ０２４－９３４－１６２０

菜根支店 光野　嘉洋 ０２４－９２３－４５００

安積支店 小野 英典　 ０２４－９４５－５５３０

荒井支店 紺野　晃弘 ０２４－９４６－１８５０

富田支店 佐々木 茂雄 ０２４－９５２－３９２２

須賀川支店 稲村 修 ０２４８－７５－２１５８

県
　
　
　
　
　
　
北

県
　
　
　
　
中

０２４－５２５－２９１１本店営業部

郡山営業部 ０２４－９３２－１５００

常務執行役員
遠藤 久志

常務執行役員
鈴木 弘志

（付） 営業店一覧(２３年１１月１１日現在）

店舗名 営業店長 電話番号

矢吹支店 眞壁 孝文　 ０２４８－４２－３９１１

白河支店 高野　俊哉 ０２４８－２４－１３１１

船引支店 熊坂 光幸 ０２４７－８２－１１５１

石川支店 江本　裕 ０２４７－２６－２１２７

棚倉支店 富山　浩明 ０２４７－３３－２２１１

矢祭支店 大橋 徹 ０２４７－４６－３１４１

会津支店 佐藤 明則 ０２４２－２６－６３１１

門田支店 半澤 健一 ０２４２－２８－５１３１

猪苗代支店 黒須 正雄 ０２４２－６２－２０５４

喜多方支店 山口 啓二 ０２４１－２２－２１６３

相馬支店 牛澤　秀晃 ０２４４－３５－２１６１

原町支店 渡辺 敦雄 ０２４４－２３－２１５８

浪江支店       ※ 小貫 博市 －

富岡支店       ※ 新田 廣行  －

四倉支店 山本　利幸 ０２４６－３２－４１５１

平東出張所 佐藤 善典 ０２４６－２１－５４１１

内郷支店 伊藤 伸一 ０２４６－２６－２０６１

湯本支店 小石沢 好勝 ０２４６－４２－２１３８

小名浜支店 山﨑 英夫 ０２４６－５３－４１０１

植田支店 新田 孝喜 ０２４６－６２－２１５１

仙台支店 佐藤 健市 ０２２－２２３－８１９１

黒磯支店 織内　康司 ０２８７－６２－１６２５

水戸支店 神谷 義晴 ０２９－２２４－５６０６

大宮支店 星　昌吾 ０４８－６４３－２８３０

県
　
外

県
　
　
南

浜
　
　
通
　
　
り

会
　
津

平支店 ０２４６－２３－３３３１
執行役員
齋藤 郁雄

※臨時窓口（福島市の本店内）の電話番号

浪江支店 ０２４－５２５－２９４６ 富岡支店 ０２４－５２５－２９４７



19

本資料には、将来の業績に係る記述が含まれております。

こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化などにより異なる可能性があることにご留意ください。

～お問合わせ先～

株式会社福島銀行 経営企画室長 森 義宏

広報担当 佐藤由佳子

TEL:    024-525-2525 （代）

FAX:    024-536-5338

E-Mail: keiki@fukushimabank.co.jp

URL: http://www.fukushimabank.co.jp

以 上


